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平成 17 年 11 月 25 日 

各      位 

会 社 名 株式会社 倉  元  製  作  所 

代 表 者 名 代表取締役社長 鈴 木 聡 

 （JASDAQ・コード５２１６） 

問合せ先 

役職・氏名 取締役経理部長 関 根 紀 幸 
電   話 0228‐32‐5111 

 

 

 

第１回無担保転換社債型新株予約権付社債 

（転換社債型新株予約権付社債間限定同順位特約付） 

の発行に関するお知らせ 

 
 

 当社は、平成 17 年 11 月 25 日開催の取締役会において、第三者割当ての方法による第１回無

担保転換社債型新株予約権付社債（転換社債型新株予約権付社債間限定同順位特約付）の発行を

決議いたしましたので、その概要につき下記のとおりお知らせいたします。 

 
［資金調達の目的］ 
 当社は、成長を続ける液晶ディスプレイ（LCD:Liquid Cristal Display）市場においてガラス
基板加工事業を行っております。今後、大型 LCD用ガラス基板に対する需要が大型 LCDテレビ
の普及により一段と拡大することが予想される中で、当社はドイツの世界的な特殊ガラスメーカ

ーである SCHOTT AGと平成 17 年 11 月 24 日に、韓国において大型ガラス基板を加工する会
社を合弁で設立する契約を締結いたしました（平成 17 年 11 月 24 日公表）。 
この合弁会社設立によって、当社は、ガラスメーカーの内製化が進展している大型ガラス基板

の加工においても収益機会を確保し、企業価値向上に向けた取組を更に強化する所存であります。 
今回の資金調達は、合弁会社に対する投資資金に充当するものであり、当社のガラス基板加工

事業の更なる拡大、収益力及び財務体質の強化並びに安定的な経営基盤の確立を目的としており

ます。 
 
［転換社債型新株予約件付社債を発行する目的］ 
 今回の無担保転換社債型新株予約権付社債の発行により、無利息による資金調達のメリットを

享受しながら、今後の事業拡大、競争力の強化、中期的な成長及び資本増強を進める所存であり

ます。 
  
 本社債は以下の性質を有し、既存株式価値の希薄化懸念による株価に対するインパクトに配慮
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した設計となっております。 
１）本社債には当社の選択によりいつでも行使することが可能なコールオプションが付されて 

おり、また、上記コールオプションにより当社は額面 100円につき金 100円で繰上償還す 
ることができるため、当社は社債の発行額以上の付加金額を支払うことなく、当該社債を 
繰上償還することができること。 

２）本社債の発行方法は、Merrill Lynch International １社に対する第三者割当発行であり、
同社から第三者へは新株予約権付社債の形態では譲渡されないこと。 

 ３）本社債の割当先であるMerrill Lynch Internationalは、新株予約権付社債の転換を前提と
したつなぎ売り等（注）の売却以外の空売りを目的とした借株を行わないこと。 

４）転換価額の修正が随時行われることにより、株価上昇時においては遅滞なく転換価額が上 
  昇するという当社にとっての利点が期待できること、及び株価下落時であっても転換価額 
  が時価に基づき修正されるため、転換に支障が生じにくい性質を有していること。 

（注）つなぎ売り等･･･新株予約権の権利行使の結果取得することとなる株券の数量の範囲内で当

該株券と同一銘柄の株券の売り付けを行なうこと等 

 

記 

 
１．本新株予約権付社債の名称 株式会社倉元製作所第１回無担保転換社債型新株予約権

付社債（転換社債型新株予約権付社債間限定同順位特約

付）（以下「本新株予約権付社債」といい、そのうち社債

のみを「本社債」、新株予約権のみを｢本新株予約権｣とい

う｡） 

２．本新株予約権付社債の発行総額 金 10 億円（額面総額 10 億円） 

３．各本新株予約権付社債の金額 金 2,500 万円の１種 

なお、各本新株予約権付社債を分割することはできない。 

４．本新株予約権付社債券の形式 無記名式とする。 

なお、本新株予約権付社債は商法第 341 条ノ２第４項の定

めにより、本社債と本新株予約権のうち一方のみを譲渡す

ることはできない。 

５．利     率  本社債には利息は付さない。 

６．発 行 価 額 本社債の発行価額は額面 100 円につき金 100 円とし、本新

株予約権の発行価額は無償とする。 

７．償 還 価 額  額面 100 円につき金 100 円 

８．償 還 期 限  平成 19 年 12 月 12 日 

９．申 込 期 間  平成 17 年 12 月 12 日 

10．払 込 期 日  平成 17 年 12 月 12 日 

及 び 発 行 日 
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11．募 集 の 方 法 第三者割当ての方法により、全額を Merrill Lynch 

International に割当てる。 

12．物上担保・保証の有無 

本社債には物上担保及び保証は付されておらず、また本新株予約権付社債のために特に留

保されている資産はない。 

13．社債管理会社の不設置 

本新株予約権付社債は、商法第 297 条但書の要件を充たすものであり、社債管理会社は設

置されない。 

14．財務上の特約 

（１）当社は、未償還の本社債が存する限り、本新株予約権付社債発行後に当社が国内で発行す

る他の転換社債型新株予約権付社債（新株予約権付社債のうち、商法第 341 条ノ３第１項第

７号及び第８号により、新株予約権を行使したときはかかる行使をした者から、当該新株予

約権が付された社債の全額の償還に代えて、当該新株予約権の行使に際して払込をなすべき

額の全額の払込がなされたものとする旨の請求があったものとみなす旨の取締役会決議を行

っているものをいう｡）に担保附社債信託法に基づき担保権を設定する場合には、本社債のた

めにも同法に基づき同順位の担保権を設定する。当社が、本社債のために担保権を設定する

場合には、当社は、直ちに登記その他必要な手続きを完了し、且つ、その旨を担保附社債信

託法第 77 条の規定に準じて公告する。 

（２）本社債には担附切換条項等その他一切の財務上の特約は付されていない。 

15．本社債償還の方法及び期限 

（１）本社債の満期償還 

当社は、平成 19 年 12 月 12 日（償還期限）に、未償還の本社債の全部を額面 100 円につ

き金 100 円で償還する。 

（２）当社の選択による繰上償還 

当社は、本社債権者に対し 10 銀行営業日以上の事前の通知をしたうえで、いつでも、未

償還の本社債の全部（一部は不可）を額面 100 円につき金 100 円で繰上償還することがで

きる。 

（３）本社債権者の選択による繰上償還 

本社債権者は、その保有する本社債の全部又は一部を額面 100 円につき金 100 円で繰上

償還することを当社に対し請求する権利を有する。この請求権を行使するために、本社債

権者は、当該償還期日の 10 銀行営業日前までに、所定の償還請求書に、償還を受けようと

する本社債を表示し、請求の年月日、償還期日等を記載してこれに記名捺印したうえ、当

該本新株予約権付社債券を添えて第 21 項記載の償還金支払場所に預託するものとする。か

かる預託を行うためには、償還金支払場所に、上記償還請求書及び本新株予約権付社債券

を直接持参するか又は書留郵便で送付することを要する。書留郵便で送付する場合には、

投函した日に償還金支払場所に到達したものとみなす。但し、当該請求権は、本新株予約

権付社債発行後のいずれかの 3連続取引日（但し、終値のない日を除く。）の株式会社ジャ

スダック証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値の平均値が第 22 項第(4)号③
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に定める下限転換価額を初めて下回った場合に、当該 3 連続取引日の最終日の翌取引日以

降に行使可能となるものとする。 

（４）買入消却 

当社は、本新株予約権付社債の発行日の翌日以降いつでも本社債を買い入れ、これを保

有し、転売し又は消却することができる。 

（５）償還すべき日が銀行休業日にあたるときは、その前銀行営業日に支払いを繰り上げる。 

16．期限の利益喪失に関する特約 

当社は、次の各場合には、本社債について期限の利益を喪失する。 

① 当社が、いずれかの本社債につき、第 14 項第(１)号又は第 15 項第(３)号の規定に違背

し、７日以内にその履行をすることができないとき。 

② 当社が本社債以外の社債について期限の利益を喪失し、又は期限が到来してもその弁済

をすることができないとき。 

③ 当社が社債を除く借入金債務について期限の利益を喪失したとき、又は当社以外の社債

若しくはその他の借入金債務に対して当社が行った保証債務について履行義務が生じたに

もかかわらず、その履行をすることができないとき。但し、当該債務の合計額（邦貨換算

後）が５億円を超えない場合は、この限りではない。 

④ 当社が、破産手続開始、民事再生手続開始、会社更生手続開始、会社整理開始若しくは

特別清算開始の申立をし、又は取締役会において解散（新設合併若しくは吸収合併の場合

で、本新株予約権付社債に関する義務が新会社若しくは存続会社へ承継され、本社債権者

の利益を害さないと認められる場合を除く｡）の決議を行ったとき。 

⑤ 当社が、破産手続開始決定、民事再生手続開始決定若しくは会社更生手続開始決定又は

会社整理開始若しくは特別清算開始の命令を受けたとき。 

当社は、本社債について期限の利益を喪失した場合、本社債権者に対し直ちにその旨を通

知する。 

17．本新株予約権付社債券の喪失等 

（１）本新株予約権付社債券を喪失した者が、その記番号及び喪失の事由等を当社に届け出て、

且つ、公示催告手続をし、その無効宣言があった後、確定した除権決定の謄本を添えて請求

したときは、当社はこれに対し代り新株予約権付社債券を交付することができる。 

（２）本新株予約権付社債券を毀損又は汚損したときは、当該本新株予約権付社債券を提出して

代り新株予約権付社債券の交付を請求することができる。但し、真偽の鑑別が困難なときは

喪失の例に準ずる。 

（３）代り新株予約権付社債券を交付する場合には、当社はこれに要した実費（印紙税を含む｡）

を徴収する。 

18．本社債権者に対する通知の方法 

本社債権者に対する通知は、当社の定款所定の公告の方法によって行う。但し、法令に別

段の定めがある場合を除き、公告に代えて各本社債権者に直接通知する方法によることがで

きる。 
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19．社債権者集会に関する事項 

（１）本社債の社債権者集会は、当社がこれを招集するものとし、開催日の少なくとも３週間前

に本社債の社債権者集会を開く旨及び会議の目的たる事項を公告する。 

（２）本社債の社債権者集会は宮城県においてこれを行う。 

（３）本社債総額の 10 分の１以上を保有する本社債権者は、会議の目的たる事項及び招集の理由

を記載した書面を当社に提出して、社債権者集会の招集を請求することができる。 

20．費用の負担 

以下に定める費用は、当社の負担とする。 

（１）第 18 項に定める公告に関する費用 

（２）第 19 項に定める社債権者集会に関する費用 

21．償還金支払場所 

当社本店経理部 

22．本新株予約権の内容 

（１）本社債に付された本新株予約権の数 

各本社債に付された本新株予約権の数は１個とし、合計 40 個の本新株予約権を発行する。 

（２）本新株予約権の発行価額 

無償とする。 

（３）本新株予約権の目的である株式の種類及び数 

本新株予約権の目的である株式の種類は当社普通株式とし、その行使により当社が当社

普通株式を新たに発行し又はこれに代えて当社の保有する当社普通株式を移転（以下当社

普通株式の発行又は移転を「発行・移転」という｡）する数は、行使請求に係る本社債の発

行価額の総額を本項第(４)号に定める転換価額で除した数とする。但し、行使により生じ

る１株未満の端数は切り捨て、現金による調整は行わない。また、本新株予約権の行使に

より単元未満株式（１単元の株式の数は 100 株）が発生する場合、商法に定める単元未満

株式の買取請求権が行使されたものとして現金により精算する。 

（４）本新株予約権の行使に際して払込をなすべき額 

① 各本新株予約権の行使に際して払込をなすべき額は、本社債の発行価額と同額とする。 

② 転換価額は、当初 678 円とする。 

③ 転換価額の修正 

本第 22 項第(11)号②に定める本新株予約権の各行使請求の効力発生日（以下「修正日」

という｡）まで（同日を含む。）の３連続取引日（但し、終値のない日を除く。）の株式会

社ジャスダック証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値の平均値の90％に相

当する金額の１円未満の端数を切り上げた金額（以下「修正日価額」という｡）が、当該

修正日の直前に有効な転換価額を１円以上上回る場合又は下回る場合には、転換価額は、

当該修正日以降、当該修正日価額に修正される。但し、かかる修正後の転換価額が 1,356

円（以下「上限転換価額」という｡）を上回ることとなる場合には転換価額は上限転換価

額とし、かかる修正後の転換価額が 339 円（以下「下限転換価額」という｡）を下回るこ

ととなる場合には転換価額は下限転換価額とする。上限転換価額及び下限転換価額は、
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下記④の規定を準用して調整される。上記３連続取引日の間に下記④に基づく調整の原

因となる事由が発生した場合には、当該３連続取引日の株式会社ジャスダック証券取引

所における当社普通株式の普通取引の終値は当該事由を勘案して調整されるものとする。 

上記修正が行われる場合には、当社は、当該修正日に、当該本社債権者に対し、修正

後の転換価額を通知する。 

④ 転換価額の調整 

（イ）当社は、当社が本新株予約権付社債の発行後、下記(ロ)に掲げる各事由により当社

の普通株式数に変更を生じる場合又は変更を生じる可能性がある場合には、次に定める

算式（以下「転換価額調整式」という｡）をもって転換価額を調整する。 

     新 発 行 ・

処分株式数
× １ 株 当 り の

発行・処分価額既発行

株式数 
＋

時 価 調 整 後

転換価額
＝ 調 整 前

転換価額 ×
既発行株式数 ＋ 新発行・処分株式数

（ロ）転換価額調整式により転換価額の調整を行う場合及びその調整後の転換価額の適用

時期については、次に定めるところによる。 

（ⅰ）下記(ニ)(ⅱ)に定める時価を下回る発行価額又は処分価額をもって普通株式を新

たに発行し、又は当社の保有する当社の普通株式を処分する場合（但し、当社普通株

式の発行・移転を請求できる新株予約権の行使及び株式交換又は合併により当社の普

通株式を発行・移転する場合を除く｡） 

調整後の転換価額は、払込期日以降又はかかる発行のための株主割当日がある場合

はその日の翌日以降これを適用する。 

（ⅱ）株式分割により普通株式を発行する場合 

調整後の転換価額は、株式分割のための株主割当日の翌日以降これを適用する。但

し、配当可能利益から資本に組入れられることを条件にその部分をもって株式分割に

より普通株式を発行する旨取締役会で決議する場合は、当該配当可能利益の資本組入

れの決議をした株主総会の終結の日の翌日以降これを適用する。 

なお、上記但書の場合において、株式分割のための株主割当日の翌日から当該配当

可能利益の資本組入れの決議をした株主総会の終結の日までに行使請求をなした者に

対しては、次の算出方法により、当社の普通株式を発行・移転する。但し、株券の交

付については第 23 項の規定を準用する。 

調 整 前 

転換価額 －
調 整 後 

転換価額 ×
調整前転換価額により当該

期間内に発行・移転された株式数 

株式数 

 

＝ 
調整後転換価額 

この場合、１株未満の端数は切り捨て、現金による調整は行わない。 

（ⅲ）下記(ニ)(ⅱ)に定める時価を下回る価額をもって当社の普通株式に転換される証

券若しくは転換できる証券又は当社の普通株式の発行・移転を請求できる新株予約権

若しくは新株予約権付社債を発行又は付与する場合 
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調整後の転換価額は、発行又は付与される証券又は新株予約権若しくは新株予約権

付社債の全部が当初の転換価額で転換され、又は当初の行使価額で行使され、当社の

普通株式が新たに発行されたものとみなして転換価額調整式を適用して算出するもの

とし、払込期日（新株予約権が無償にて発行される場合は発行日）以降、又は、その

証券の発行若しくは付与のための株主割当日がある場合は、その日の翌日以降これを

適用する。 

（ハ）転換価額調整式により算出された調整後の転換価額と調整前の転換価額との差額が

１円未満にとどまる場合は、転換価額の調整は行わない。但し、その後転換価額の調整

を必要とする事由が発生し、転換価額調整式を適用する場合には、転換価額調整式中の

調整前転換価額に代えて調整前転換価額からこの差額を差し引いた額を使用する。 

（ニ）(ⅰ)転換価額調整式の計算については、円位未満小数第２位まで算出し、小数第２

位を四捨五入する。 

（ⅱ）転換価額調整式で使用する時価は、調整後の転換価額が初めて適用される日に先

立つ 45 取引日目に始まる 30 取引日の株式会社ジャスダック証券取引所における当社

普通株式の普通取引の終値の平均値（終値のない日数を除く｡）とする。この場合、平

均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、小数第２位を四捨五入する。 

（ⅲ）転換価額調整式で使用する既発行株式数は、株主割当日がある場合はその日、ま

た、株主割当日がない場合は、調整後の転換価額を初めて適用する日の１ヶ月前の日

における当社の発行済普通株式数から、当該日において当社の保有する当社の普通株

式を控除した数とする。 

（ホ）上記(ロ)の転換価額の調整を必要とする場合以外にも、次に掲げる場合には、当社

は、本社債権者と協議のうえ、その承認を得て、必要な転換価額の調整を行う。 

（ⅰ）株式の併合、資本の減少、商法第 373 条に定められた新設分割、商法第 374 条ノ

16 に定められた吸収分割、株式交換又は合併のために転換価額の調整を必要とすると

き。 

（ⅱ）その他当社の普通株式数の変更又は変更の可能性が生じる事由の発生により転換

価額の調整を必要とするとき。 

（ⅲ）転換価額を調整すべき複数の事由が相接して発生し、一方の事由に基づく調整後

の転換価額の算出にあたり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮する

必要があるとき。 

（ヘ）上記(ロ)の規定にかかわらず、上記(ロ)に基づく調整後の転換価額を初めて適用す

る日が本第(４)号③に基づく転換価額の修正日と一致する場合には、上記(ロ)に基づく

転換価額の調整は行わないものとする。但し、この場合も、上限転換価額及び下限転換

価額については、かかる調整を行うものとする｡ 

（ト）本第(４)号④により転換価額の調整を行うときには、当社は、調整後の転換価額の

適用開始日の前日までに、本社債権者に対し、かかる調整を行う旨並びにその事由、調

整前の転換価額、調整後の転換価額及びその適用開始日その他必要な事項を当該適用開

始日の前日までに通知する。但し、上記(ロ)(ⅱ)但書に定める株式分割の場合その他適
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用開始日の前日までに上記通知を行うことができない場合には、適用開始日以降速やか

にこれを行う。また、上記(ヘ)の規定が適用される場合には、かかる通知は上限転換価

額及び下限転換価額の調整についてのみ効力を有する｡ 

（５）本新株予約権の行使請求期間 

平成 17 年 12 月 13 日から平成 19 年 12 月７日までとする。但し、①当社の選択による本

社債の繰上償還の場合は、償還日の３営業日前の日まで、②本社債権者の選択による本社

債の繰上償還の場合は、所定の償還請求書及び当該本新株予約権付社債券が第 21 項記載の

償還金支払場所に預託されたときまで、③買入消却の場合は、当社が本社債を消却したと

きまで、また④期限の利益の喪失の場合には、期限の利益の喪失時までとする。上記いず

れの場合も、平成 19 年 12 月７日より後に本新株予約権を行使することはできない。 

（６）その他の本新株予約権の行使の条件 

各本新株予約権の一部行使はできない。 

（７）本新株予約権の消却事由及び消却の条件 

消却事由は定めない。 

（８）本新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価額中資本に組入れない額 

本新株予約権の行使により発行する株式の発行価額中資本に組入れない額は、当該発行

価額より資本に組入れる額を減じた額とする。資本に組入れる額とは、当該発行価額に 0.5

を乗じた金額とし、計算の結果１円未満の端数を生じる場合はその端数を切り上げた額と

する。 

（９）代用払込に関する事項 

商法第 341 条ノ３第１項第７号及び第８号により、本社債権者が本新株予約権を行使し

たときはかかる行使をした者から、当該本新株予約権が付された本社債の全額の償還に代

えて、当該本新株予約権の行使に際して払込をなすべき額の全額の払込がなされたものと

する旨の請求があったものとみなす。 

（10）本新株予約権の行使後第１回目の配当 

本新株予約権の行使により発行・移転する当社普通株式の利益配当金又は中間配当金（商

法第 293 条ノ５による金銭の分配）については、行使請求が１月１日から６月 30 日までの

間になされたときは、１月１日に、７月１日から 12 月 31 日までの間になされたときは７

月１日に、それぞれ当該普通株式の発行・移転があったものとみなしてこれを支払う。な

お、平成 17 年 12 月 13 日から平成 17 年 12 月 31 日までの間になされた行使請求について

も上記規定を適用する。 

（11）本新株予約権の行使請求の方法 

① 本新株予約権を行使請求しようとする本社債権者は、所定の行使請求書に、行使請求し

ようとする本新株予約権付社債を表示し、請求の年月日等を記載してこれに記名捺印し

たうえ、当該本新株予約権付社債券を添えて本項第(５)号の行使請求期間中に第 27 項記

載の行使請求受付場所に提出しなければならない。 

② 行使請求の効力は、行使請求に必要な書類の全部が第 27 項記載の行使請求受付場所に到

着した日に発生する。 
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23．株券の交付方法 

当社は、行使請求の効力発生後速やかに株券を交付する。 

24．本新株予約権の発行価額を無償とする理由及びその行使に際して払込むべき金額の算定理由 

本新株予約権は、転換社債型新株予約権付社債に付されたものであり、本社債からの分離

譲渡はできず、且つ本新株予約権が行使されると代用払込により本社債は消滅し、本社債と

本新株予約権が相互に密接に関連することを考慮し、また本新株予約権の価値と、本社債の

利率、発行価額等のその他の発行条件により得られる価値とを勘案して、その発行価額を無

償とした。また、本社債が転換社債型の新株予約権付社債であることから、本新株予約権１

個の行使に際して払込をなすべき額は本社債の発行価額と同額とし、当初転換価額は、平成

17年 11 月 25 日の株式会社ジャスダック証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値

とした。 

25．登録機関 

該当事項なし 

26．償還金支払事務取扱者及びその取扱場所 

当社本店経理部 

27．行使請求受付場所 

三菱 UFJ信託銀行株式会社 証券代行部 
28．行使請求取次場所 

該当事項なし 

29．その他 

（１）本社債の応募額が発行総額に達しないときは、応募額をもって本社債の総額とする。 

（２）本新株予約権付社債の条件は市場の状況、当社の財務状況、本新株予約権付社債の発行総

額その他をふまえ当社が現在獲得できる最善のものであると判断する。 

（３）上記各項については、証券取引法による届出の効力発生を条件とする。 

（４）その他本新株予約権付社債発行に関し必要な事項は、当社代表取締役に一任する。 

以  上 
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【ご参考】 

 

１．調達資金の使途 

(１) 今回調達資金の使途 

手取概算額 985,000,000 円については、全額ジョイントベンチャーによる関係会社設

立資金に充当する予定であります。 

(２) 前回調達資金の使途の変更 

該当事項なし。 

(３) 業績に与える見通し 

当期の業績に与える影響は軽微であります。 

２．株主への利益配分等 

(１) 利益配分に関する基本方針 

財務体質と経営基盤の強化を図るとともに、株主各位に対する適正な利益還元を基本

方針としております。 

  (２) 配当決定に当たっての考え方 

業績を基に、液晶業界を取り巻く経営環境及び将来の事業展開に向けた財務体質の強

化等を勘案したうえで配当を決定いたしております。 

(３) 内部留保資金の使途 

内部留保につきましては、研究開発・製品開発などの将来の成長に向けた有効な投資

活動に充当し、企業の競争力強化に取り組む考えであります。 

  (４) 過去 3決算期間の配当状況等 

 平成 14 年 12 月期 平成 15 年 12 月期 平成 16 年 12 月期

1 株当たり当期純利益 △161.44 円 27.25 円  △68.81 円 

1 株当たり年間配当金 ―円 10.0 円  ―円 

実 績 配 当 性 向 ―％ 36.7％  ―％ 

株主資本当期純利益率 △11.11％ 1.99％  △4.94％ 

株 主 資 本 配 当 率 ―％ 0.73％  ―％ 

(注)1．株主資本利益率は、決算期末の当期利益を株主資本（期首の資本の部合計と期末

の資本の部合計の平均）で除した数値であります。 

2．株主資本配当率は、年間配当金総額を株主資本（期首の資本の部合計と期末の資

本の部合計の平均）で除した数値であります。 

 

３．その他 

(１) 潜在株式による希薄化情報等 

今回のファイナンスを実施することにより、直近（平成 17 年 11 月 24 日）の発行済株

式総数に対する潜在株式数の比率は 16.87％になる見込であります。 

（注）  潜在株式数の比率は、既に発行されている新株予約権が全て権利行使された場合に

発行される株式数及び、今回発行する無担保転換社債型新株予約権付社債の新株予

約権が全て当初の転換価額で権利行使された場合に発行される株式数を直近の発行

済株式総数で除した数値であります。 
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(２) 過去のエクイティ・ファイナンスの状況等 

① 過去 3年間に行われたエクイティ・ファイナンスは以下のとおりです。 

  該当事項なし。 

② 過去 3決算期間および直前の株価の推移 

 平成 14 年 12 月期 平成 15 年 12 月期 平成 16 年 12 月期 平成 17 年 12 月期

始 値 760 円 621 円 1,480 円 721 円 

高 値 1,480 円 1,670 円 1,620 円 952 円 

安 値 551 円 560 円 590 円 600 円 

終 値 621 円 1,420 円 701 円 635 円 

(注)  平成 17 年 12 月期の株価については、平成 17年 11 月 24 日現在で表示しております。 

 

③ 過去 3決算期間の株価収益率及び株主資本利益率の推移 

 平成 14 年 12 月期 平成 15 年 12 月期 平成 16 年 12 月期 

株価収益率 ―倍 52.11 倍 ―倍 

株主資本利益率 △11.11％ 1.99％ △4.94％ 

(注) 株価収益率は、決算期末の株価（終値）を当該決算期の 1 株当り当期利益で除した数

値であります。 
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４．転換社債型新株予約権付社債の割当先及び割当額 

割当予定先の氏名又は名称 Merrill Lynch International 

割当転換社債型新株予約権付社債（額面） 金 10 億円 

払込金額 金 10 億円 

住所 

Merrill Lynch Financial Centre 

2 King Edward Street London EC1A 1HQ

United Kingdom  

代表者の氏名 Bob Wigley 

資本の額 5,771,280,140 米ドル 

事業の内容 金融・証券業 

割
当
予
定
先
の
内
容 

大株主 ML UK Capital Holdings 

当社が保有している 

割当先の株式の数 
なし 

出資関係 
割当先が保有している 

当社の株式の数 
なし 

取引関係等 該当事項なし。 

当
社
と
の
関
係 

人的関係等 該当事項なし。 

（注） 割当予定先の内容及び当社との関係の欄は、平成 17年 10月 31日現在のものであります。 

 

５．転換社債型新株予約権付社債発行の日程 

平成 17 年 11 月 25 日 転換社債型新株予約権付社債取締役会発行決議 

平成 17 年 11 月 25 日 有価証券届出書提出日 

平成 17 年 11 月 26 日 法定公告 

平成 17 年 12 月 5 日 有価証券届出書効力発生予定日 

平成 17 年 12 月 12 日 申込期日 

平成 17 年 12 月 12 日 払込期日 

平成 17 年 12 月 13 日 新株予約権行使開始日 

平成 19 年 12 月 12 日 償還期日 

 

 

以  上 

 

 

 

 


